
 

 

 

 

この度はトライアンフ T-120/100 アルミビキニカウルキットをお買上頂きまして 

誠に有難うございます。 

取付け作業の前にこの取扱説明書をお読みになって注意点を良くご理解の上 

お間違えの無いように作業して下さい。又、必ずキット品の内容をお確かめ下さい。 

万一お気づきの点がございましたら、お買い求めの販売店にご相談下さい。 

 

 

 

 

お使いになる人、作業される人、又他の人への危害財産への損害を未然に防止するため 

必ずお守りいただくことを次のように説明しています。 

 

              取扱いを誤った場合、死亡又は重傷に至る可能性が想定される 

              場合を示しております。 

              取扱いを誤った場合、傷害に至る可能性又は物的損害の 

              発生が想定される場合を示してあります 

 

 

！ 警告 
 

・本説明書は確かな知識（メーカ発行のサービスマニュアルに基づく）技術を持ったメカニック 

 又はそれに相当する人を対象として作成されています。 なるべく陸運局認定工場で、取り付け

して下さい。 もし、ご自身で取り付けなさった場合は、陸運局認定工場にて安全点検を受けて

下さい。 破損又は事故が発生する可能性が有ります。 

 

 

！ 注意 
 

・本製品はトライアンフ T-120/100 に対応しています。他の車両への流用はしないで下さい。

事故や破損の原因となります。 

・作業を始める前に必ず平らな場所で整備用スタンドを使用して、車体を安定させてから作業を始

めて下さい。 車体が転倒する可能性が有ります。 

・ノーマル部品の取り外し、取り付けはメーカー発行のサービスマニュアルに従って下さい。 

・各ボルトの締め付けには必ずトルクレンチを使用して指定のトルクで締めつけて下さい。 

 破損の原因となります。 

・お手入れは中性洗剤等で汚れを落としてから、通常のボディメンテナンスに用いるケミカル剤 

等用い、柔らかい布できれいに拭き取って下さい。 
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安全上のご注意 

！ 警告 

！ 注意 



 

 

このキットは下記の部品で構成されています。 

梱包を開封したら構成部品の員数に不足が無いか確認して下さい。 

   

  
 
部品名 個数 備考 

A   ビキニカウル 本体 1 アルミ 専用品 

B   スクリーン 1 スモーク +1,000- 

C   リムラバー 1 専用品  

D   ロアステー 1 ステンレス 

E   アッパーステーＲＬset 1 ステンレス 

F   スペーサカラー D14xd8x14 2 アルミ 

G   ステンレスキャップボルト  2 8ｘ40 

H   ステンレストラスボルト 9 5x18 

I   ナイロンワッシャー 9 M5 

J   ウェルナット 9 M5 

K   
  

  

L   
  

  

M   
  

  



  

 

*センタースタンドを使い、車体を真っ直ぐ立てた状態に保持します。 

 

・ 組み立てに掛かる前に、純正ヘッドライトが車体中央線上にある事を確認します。 

左右のずれが認められる場合、ヘッドライトを保持する左右Ｍ８ボルトを緩め 

ライトステーを動かして調整、正規位置に固定します。 

  同時にアルミカウル内側より専用リムラバーをライト穴フランジ部に挿入。 

  出荷時リムラバーは長めに設定、装着時適せんカット調整下さい。 

 

・ イラストを参照に、トップブリッジ M8 純正ボルトをキットカラー・アッパーステー・ 

M8x40 ボルトを仮付けます。（アッパーステー中央部Ｒ切り欠きが上方向） 

・  純正レギュレター取り付け M6 ネジを取り外し、ロアステーステーを挿入 

純正ボルトを用い、規定トルクで締め付け、先端穴にウェルナットを取り付けます。 

 

・ スクリーンとカウル本体を仮組この時スクリーンの保護シートは取り付けネジ付近のみ 

剝がしスクリーンを保護した状態で作業、アッパーステーとスクリーン内面の干渉による 

  損傷に注意しながら、上下ステーにコンプリートカウルを取り付けます。 

 
・  カウルの左右位置関係／ヘッドライト上下方向／そしてリムラバーがヘッドライトに  

軽く接触する状態が設計値、状態を確認したら各パートを規定トルクで締め付けます。 

 
Ｍ８ボルト 15Nm  

M6 ボルト   ６Nm  

Ｍ５ボルト   4Nm 

 

各ボルト締めつけ後エンジン始動、車体への干渉/異常な振動等ないか再度点検。 

確認が終わったら、スクリーンの保護シートを取り外して下さい。 

 
・ 試走確認。 

 走行後は各ボルトナットに緩みがないか確認,もし緩んでいれば増し締めをして下さい。   
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